
2015年度　外国語学部英語英文学科　教育課程表（2010から2013年度入学者に適用）                           

単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位

　田中（実） 　田中（実） ☆英会話Ⅲ ☆英会話Ⅳ

英語学講読演習Ⅰ 1 英語学講読演習Ⅱ 1

1

資格・検定英語Ⅱ

基礎研究Ⅰ 1 基礎研究Ⅱ 1

5

英米文学演習ＢⅠ 1

英米文化演習ＡⅠ 1 英米文化演習ＡⅡ 1 英米文化演習ＣⅠ 1

英米文化演習ＤⅠ 1 英米文化演習ＤⅡ 1

通訳演習Ⅱ 1

                               卒業論文 4

英語史Ⅰ 2 英語史Ⅱ 2 英語学特講Ⅰ-Ⅰ 2 英語学特講Ⅰ-Ⅱ 2 2 2

音声学Ⅰ 2 音声学Ⅱ 2 英語学特講Ⅱ-Ⅰ 2 英語学特講Ⅱ-Ⅱ 2
ｲｷﾞﾘｽ文学史Ⅰ 2 ｲｷﾞﾘｽ文学史Ⅱ 2 2 2 比較文学Ⅰ 2 比較文学Ⅱ 2

ｱﾒﾘｶ文学史Ⅰ 2 ｱﾒﾘｶ 文学史Ⅱ 2 2 2 翻訳論Ⅰ 2 翻訳論Ⅱ 2
ｲｷﾞﾘｽ文化史Ⅰ 2 ｲｷﾞﾘｽ文化史Ⅱ 2 2 2 比較文化論Ⅰ 2 比較文化論Ⅱ 2

ｱﾒﾘｶ文化史Ⅰ 2 ｱﾒﾘｶ文化史Ⅱ 2 2 2 2 2

※1　土屋，石黒，郷，小松，佐藤（裕），髙橋（一），マコウミ，村井　　　※2　相原，石黒，久保野，郷，佐藤（裕），髙橋（一），土屋，マコウミ，村井，山口　　　※3　相原，石黒，久保野，小松，佐藤（裕），髙橋（一），土屋，村井，山口，ソリス

廣瀬

フェラーロ フェラーロ

※1

今井

髙橋（一）

加藤

橋本（康）

ソリス

吉田（裕）

ラインボールド

吉田（裕）

オーラル･

ライティングⅠ

小松

新谷

田中（弘）

小松

佐藤（裕）
村井

橋本（雅） 休講

髙橋（一）

ウェクリング ウェクリング

橋本（雅） 橋本（雅）

英語学演習ＡⅡ
相原

　鈴木（雅）

オーラル･

シャックルフォード

エルズワース

佐藤（里）

戸田

舟橋

今井

大塚

安澤英米文学講読演習Ⅱ

舟橋

中島

ウィルソン
ソリス

ラーストロム
ウエスト

松野

☆英作文Ⅳ

1

菅原

ドノヴァン

ウィルソン
ソリス

橋本（康）
1

シャックルフォード

ウエスト

ウィルソン
ソリス

ラーストロム
ウエスト

英米文化演習ＢⅡ

木内
宅間

新藤

英語学演習ＢⅡ

河野

板場

1前田

原

英米文学演習ＡⅡ

山口

小島

1

1

武井

1古川
田中（弘）

 英語学概論Ⅰ
2

児童英語教育Ⅱ

英語教育学概論Ⅱ保坂
2  英語学概論Ⅱ 2

2

江崎

藤井

土屋

 英米文学概論Ⅱ 英米文学概論Ⅰ

小松 小松 小松

郷 山口

相原佐藤（裕）

2
佐藤（里）英米文学特講Ⅱ-Ⅰ

英米文化特講Ⅰ-Ⅰ 戸田山英米文化特講Ⅰ-Ⅱ
藤井

1

戸田山

郷

保坂

前田

辻子

※2

英米文学特講Ⅰ-Ⅱ

コミュニケーションⅡ

ライティングⅡ

シャックルフォード

※2

ソリス

辻子

鈴木（雅）

関連科目 2

ラインボールド
シャックルフォード

リシャール

尾子

2

佐藤（里）

共
通
科
目

(

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

）

 情報処理Ⅰ  情報処理Ⅱ
岡田

 英米文化概論Ⅰ 2 横田  英米文化概論Ⅱ

選
択

科
目

選
択
必
修
科
目

西尾
英
米
文
化

板場

立林

新藤

英米文学演習ＢⅡ 1
板場
武井

河野

2

専門研究Ⅱ

尾子

武井

英米文学特講Ⅰ-Ⅰ郷

武井

江崎

2 ※3

ソリス

岡田

ソリス

ドノヴァン

「卒業要件単位数」を超える専攻科目（Ａ・Ｂ群科目）・共通科目（外国語科目・教養系科目），「教職に関する科目」，他学部他学科開講の専攻科目

石黒

藤井

専門研究 Ⅰ

ラインボールド

高橋（絹）
吉田（裕）

ラインボールド

シャックルフォード

1 諸坂

エルズワース

佐藤（里）

ｽﾋﾟｰﾁ･ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄⅠ
エルズワース
ラーストロム

橋本（康）

板場
新藤

本村

山口

英語学演習ＤⅠ

濱田

英米文学演習ＣⅠ前田
戸田

古川

安澤

荻野

古川
英語学演習ＣⅡ

高橋（絹） 高橋（絹）

1
荻野

ラーストロム
フレンチ

鈴木（雅）

☆英文法演習Ⅱ

中島

相原

飯村

ランゴット

英米文学講読演習Ⅰ

飯村

1
小山

石川

濱田

飯村

1

アリン

1

菅原

1

橋本（雅）

1

各
分
野
4
以
上

20
以
上

1

木内

諸坂

小山

今井

1
一條

吉田（健）

1

卒業
要件

単位数

ドノヴァン

石川

松野

吉田（健）

46
以
上

相原
佐藤（裕）

英語学演習ＣⅠ 吉田（健）

ＪＡ日下

岩畑

舟橋

田中（実）

1

舟橋

古川

英米文学演習ＤⅡ

３年次
５セメスター ６セメスター

授業科目 担任者

４年次

担任者

☆英作文Ⅱ

フェラーロ

ランゴット
シャトノバ

マコウミ

１セメスター ２セメスター

特別英会話Ⅰ

☆英語音声学演習Ⅱ

畔柳
橋本（雅）

小島

1☆英語音声学演習Ⅰ

特別英会話Ⅱ

諸坂

高橋(絹）

1

舟橋

吉田（健）
宅間

吉田（健）

小島

宅間
新谷

荻野

担任者授業科目担任者

☆英語研究入門

石黒
土屋

小松

相原

1

1

ラーストロム
フレンチフレンチ

山口2

中島

シャックルフォード相原

木内
榎本

２年次
３セメスター

授業科目 担任者 授業科目
４セメスター

担任者

吉田（裕）

藤井

高橋（絹）

大塚

海老塚

村井
郷

ウエスト

パーディー

ウィルソン
ソリス

橋本（康）

立林

戸田

ランゴット

フェラーロ

畔柳

高橋(絹）

本村

田中（実）

７セメスター ８セメスター
授業科目 担任者 授業科目 担任者

特別英会話Ⅲ

河野

ウェクリング

ＪＡ日下

リシャール
西尾

英米文学演習ＤⅠ

1 今井

廣瀬

英語学演習ＤⅡ岩畑

戸田

一條

英米文学演習ＣⅡ

小山

本村

畔柳

上野

上野

江崎

英米文化演習ＣⅡ

畔柳

木内
マコウミ

上野

武井

河野

1 マコウミ

江崎
武井

新藤

ウェクリング

1
鈴木（雅）

エルズワース

鈴木（雅）
1 ラーストロムｽﾋﾟｰﾁ･ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄⅡ

上野

前田

英米文学特講Ⅱ-Ⅱ

ドノヴァン

エフェクティブ・

小松

リシャール

1

マコウミ

2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ⅱ
異文化間異文化間

ウェクリング ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論Ⅰ 原ウェクリング英米文化特講Ⅱ-Ⅰ 英米文化特講Ⅱ-Ⅱ

4
以
上

大塚

和田

海老塚 翻訳演習Ⅱ 1

大塚大塚

和田

小島

2
児童英語教育Ⅰ

通訳演習Ⅰ 1

英語教育学概論Ⅰ

1翻訳演習Ⅰ

30
以
上

各
分
野
8
以
上

星野

海老塚

石黒

海老塚

原

マコウミ マコウミ

星野

原

Ｂ
 
 

群

英
語
学

英
米

文
学

英
米

文
化

1

フェラーロ

フレンチ

選
択
必
修
科
目

専
門
基
礎
科
目

1

シャトノバ

ラーストロム

1 休講

フェラーロ

シャトノバ

専
　
　
攻
　
　
科
　
　
目

郷

１年次

授業科目

1

☆英会話Ⅱランゴット

榎本

鈴木(雅）

1

Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 

群
英
語
学

舟橋

英
米
文
学

専
門

研
究

☆英会話Ⅰ

☆英文法演習Ⅰ

英語学演習ＡⅠ

☆英作文Ⅰ

マコウミ
ラーストロム

1

☆L.L.演習Ⅱ

資格・検定英語Ⅰ郷

休講

1

1

1

1

リシャール

佐藤（裕）

本村

エフェクティブ・

1

アリン

1

※1

安澤

小山

小山

加藤

休講

安澤

小山

1特別英会話Ⅳ

佐藤（裕）

荻野

シャトノバ

飯村

宅間

1

☆L.L.演習Ⅰ 1

1

諸坂

 (学年は標準年次を示す）

休講 休講

大塚

☆英作文Ⅲ

英米文化講読演習Ⅰ

1

榎本

授業科目

安澤

パーディー
シャックルフォードシャックルフォード

吉田（裕）

吉田（健）

濱田

英米文化講読演習Ⅱ

英米文学演習ＡⅠ

吉田（裕）

榎本

中島

橋本（雅）

英米文化演習ＢⅠ

1

安澤

コミュニケーションⅠ

マコウミ

立林 立林

英語学演習ＢⅠ

★ｽﾀﾃﾞｨｰ・ｲﾝｸﾞﾘｯ
ｼｭ・ｱﾌﾞﾛｰﾄﾞ（SEA）

1

濱田

1☆時事英語Ⅰ 1☆時事英語Ⅱ

2015年度　外国語学部英語英文学科　教育課程表（2010から2013年度入学者に適用）                           



 

  

〔備  考〕 
 １ ☆印は受講するクラスが指定される授業科目を示す。 
 ２ ★印は2012年度新設科目を示す。 
 
〔履修要件〕 
１ 同一授業科目を重複して履修することはできない。 
２ 一年間の履修単位数は各年次48単位（半期24単位）を上限とする（通年科目を履修した場合は，その科目の単位数

を二分割し，前学期・後学期それぞれの学期の単位数として換算する）。ただし，４年次に限り特別の事情のある者
は，学部長に申請することにより，卒業要件単位数の不足分を上限として，超過履修を許可される場合がある。な
お，卒業要件単位数に算入されない資格教育課程に関する科目の単位数はこの枠外とする。 

３ 専攻科目の中には履修資格や人数を制限する科目がある。 
４ 専門研究について 
  （１）「基礎研究 I･Ⅱ」「専門研究 I･Ⅱ」および「卒業論文」を３年間継続して履修することを原則とする。 
  （２）「専門研究 I」の履修を希望する者は，学科所定の『専門研究要項』に基づき，２年次後学期（４セメスター） 

に履修希望届を提出して，３年次の前学期（５セメスター）に履修登録をする。『専門研究要項』については
別途指示する。 

（３） 他学部・他学科の学生は「基礎研究 I･Ⅱ」「専門研究 I･Ⅱ」および「卒業論文」を履修することができない。 
５  ２年次終了時までにＡ群専門基礎科目の修得単位数が16単位未満の者は，３･４年次配当のＡ群科目を履修でき 
    ない。 
６ 「スタディー・イングリッシュ・アブロード（SEA）」は,外国語学部の学生を対象とし,他学部の学生は,履修する 

ことができない。 
 
〔学外単位認定制度〕 
 学則第13条及び第13条の２に基づく次の単位は，本学における授業科目の履修とみなし，卒業要件単位に算入するこ
とができる。なお,横浜市内大学間の単位互換科目を履修する場合は,各セメスターの履修制限単位数に含める。ただ
し,2012年度以前の入学者については,各セメスターの履修制限単位数には含めない。 
１ 本学が主催または推薦する「海外語学研修制度」所定のプログラムを修了して認定された単位。 
２ 文部科学大臣認定の技能審査及びこれに準じる知識及び技能に係る審査に合格した者で，本学における所定の手続

きにより認定された単位。 
３ 横浜市内大学間の単位互換により修得した他大学の提供科目等で，本学の授業科目として認定された単位。 

 
〔卒業要件〕 
１ ４年以上在学し，学則所定の次表の「卒業要件単位数」を修得しなければならない。 

  

 
２  共通科目「FYS」２単位を修得すること。 
３ 外国語科目を８単位以上修得すること。 
４ 教養系科目については，次の単位を含めて22単位以上修得すること。 

（１）人文の分野を４単位以上。 
（２）社会の分野を４単位以上。 
（３）自然の分野を４単位以上。 

５ Ａ群から次の単位を含めて，46単位以上を修得すること。 
（１）１・２年次の専門基礎科目から20単位以上。 
（２）３・４年次の英語学，英米文学，英米文化の３分野からそれぞれ４単位以上。 
（３）共通科目（コミュニケーション）から４単位以上。 

６ Ｂ群の選択必修科目から次の単位を含めて，30単位以上を修得すること。 
（１）英語学，英米文学，英米文化の３分野からそれぞれ８単位以上。 

７ 関連科目から20単位以上を修得すること。 
関連科目の単位として算入できるものは次のとおりとする。 
（１）共通科目（外国語科目・教養系科目），専攻科目（Ａ・Ｂ群科目）の「卒業要件単位数」を超える単位。 
（２）教職課程登録者が修得した「教職に関する科目」の単位。（上限６単位） 
（３）他学部他学科開講の専攻科目の単位。ただし，他学部・他学科が受講を認めない科目については，履修することがで

きない。 
 

授業科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学年度 

共通科目 専 攻 科 目 

合

計

Ｆ

 

Ｙ

 

Ｓ 

 
 
 

外 
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科 
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教養系科目 

共

通

科

目

合

計

Ａ 群 Ｂ 群 
 

 

 

 

関

連

科
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専

攻

科

目

合

計

専

門

基

礎

科

目

選択必修科目 
選択

科目
選択必修科目 

キ

ャ

リ

ア

形

成

科

目 

人

文

の

分

野 

社

会

の

分

野 

自

然

の

分

野 

健

康

科

学

の

分

野 

英

語

学

 

英

米

文

学

 

英

米

文

化

 

 
 
 

共
通
科
目 

 

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

） 

専
門
研
究 

英

語

学

 

英 

米 

文

学 

英

米

文

化 

2010から 

2013年度入学 
2 8 

 4 4 4  
32

20 4 4 4 4 8 8 8  
20 

 
96

 
128

10 10 6 

① 標準年次が実線（―――）で区切られている場合，原則として上位年次の授業科目は履修できません。

② 標準年次が破線（   ）で区切られている場合，原則として上位年次の授業科目は履修できますが，

［履修要件］等にしたがって履修できない授業科目もありえますので注意してください。 

教育課程における標準年次の区切線について




